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熱の影響懸念、④冷房時の足元への冷気の滞留等が確認された。

　中間期では、⑤概ね学校環境衛生基準もビル管理法の基準も満たしていた

こと、⑥窓表面温度が高いことによる放射の影響懸念、⑦外部環境に影響され

る傾向は、夏期よりも大きいこと等の傾向が確認された。

　冬期は、⑧暖房時の室内上部の熱の滞留、⑨西向きの B棟の空調未設置室は

学校環境衛生基準を下回る箇所もあること、⑩窓表面温度が低いことによる

スペースの有効活用ができるよう、計画する。またケーブルラックの設置や各盤類の集約化による更新、修繕の容易性の確保

により、メンテナンス性を向上させるよう計画する。

　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  特別教室稼働率分析、年間掲示量分析、漏水調査、学校アンケート、現状のエネルギー消費量分析、既存不適格調査などの

調査を実施した。

放射熱の影響懸念等が確認された。

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (1/6)

　本市の学校施設は、非木造施設約130万㎡のうち築年数が20年以上の施設が約90万㎡と全体の７割を占め、老朽化が進行し

ている。このような状況の中、本市教育委員会は、校舎、体育館の目標耐用年数を80年に設定し、老朽化対策、教育環境の質

的向上、環境対策を行う改修による再生整備と予防保全を基本とし、長寿命化の推進による財政支出の縮減と平準化を図るた

め、「学校施設長期保全計画」を平成26年3月に策定した。

　同計画における躯体の再生整備（第1期取組期間、H26年度～）と、設備再生（第2期取組期間、H36年度～）の実効性を一層高

めるため、校舎・体育館ともに築年数が40年以上経過した本校を対象に、老朽化対策先導事業における「優れたリニューアル

改修モデル」を実施し、「川崎市立菅生小学校再生整備基本計画」を策定する。

所在地　：川崎市宮前区菅生１丁目５番１号

敷地面積：建物敷地 6,442 ㎡、運動場敷地 6,995 ㎡の計 13,437 ㎡

児童数   ：630 名（特別支援学級 14 名含む）

教職員数：38 名　※児童数、教職員数は平成 26 年 5 月 1 日時点

既存校舎・体育館面積・建設年度

○第一回：（７月 11 日）

  菅生小学校再生整備事業の概略、菅生小学校の現状の校舎

  ・体育館の改修課題、教職員に対する事前アンケート、

  千葉工業大学倉斗先生ご講演

  「今日的な学習活動の特徴と学習空間のあり方」

○第二回：（12 月２日）

  本校再生整備のコンセプト、施設計画案、光・温熱環境調

  査及び躯体劣化調査の報告等

○第三回：（１月 26 日）

  コンセプト確認と検討項目リスト、老朽化対策、質的向上、

  環境対策、学校施設の防災機能の向上等

○第一回：（８月４日）

　普通教室周りにおける展示・掲示スペース

○第二回：（８月 19 日）

　普通教室周りにおける収納、特別教室の多目的利用について

○第三回：（10 月 31 日）

　模型を使い、普通教室について、ゾーニング検討、掲示

　スペースの新たな活用策

４階と２階で、一年を通して、晴れて明るい日の場合、４階の校庭側の

机上面に高い照度値がでている。２階とは２倍程の照度値の違いがある

ものの、両階とも学校環境衛生基準の基準値の 500(lx) を満たしていることが分

かった。また一部の普通教室で下限値の 300(lx) を下回る箇所も見られ、器具の

老朽化が確認できた。

教室の校庭側の照明は、天気により照明を点灯・消灯させるような運用

や照度センサーの利用を検討する。併せて、LED 照明器具への全面的な

夏期は①空調停止時には 30℃を上回る室内温度の上昇、②夜間の外壁

表面温度が外気温より高いこと、③窓表面温度が高いことによる放射

検討委員会 ワークショップ①
特別教室でなければならない単元等の分析 普通教室の展開模型。教室内部の４面について

意見交換

ワークショップ②

結果

対策

結果

ＡＡ棟Ａ棟

Ｂ
棟
Ｂ
棟

体育館体育館体育館

プールプールプール

校庭

平瀬川平瀬川平瀬川

正門正門正門

通用門通用門通用門

〈黒板側〉〈黒板側〉 (lx) (lx)

晴れの日で、カーテンを閉めて、照
明を消しても窓側で500(lx)を超え、
廊下側でも概ね500(lx) を満たして
いる例

雨の日でカーテンを開けて照明をつ
けても 500(lx) を満たせていない
例

夏期のＡ棟 4 階普通教室の
室内温度と外気温度の関係

冬期のＡ棟 4 階普通教室の
室内温度と外気温度の関係

真
北

　構造躯体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結果

経年劣化のため、建物の内外装ともに汚れ・劣化の他、多

数のクラックが認められる。

設備機器は、経年劣化による機器の更新が必要なほか、

機器の容量選定の再検討が必要な箇所が認められた。

また、不使用の設備機器が設置されたままの箇所も確認した。

今後、当該建築物を健全に保つために、計画的な維持保

全の実施が必要である。

　一方、コンクリートの圧縮強度は 13.5N/mｍ２以上の強度がある

ため、これを維持することで長寿命化を図ることができる。

　中性化深さ・鉄筋かぶり厚さの試験結果から、一部鉄筋まで中

性化が進行している箇所が認められ、主に梁に対する進行が目立

つ。中性化の進行はほとんどが内部であり、CO
2
濃度が屋外に比べ

て高いことの影響を受けたと推測される。

　ただし、CO
2
や水分との接触がないため、主筋は点錆程度であり、

鉄筋の腐食度は「健全」から「軽度」であった。

建物内部、外部とも中性化抑制の観点から表面被覆工法により建物全体を水分や

CO
2
等から保護することを基本に、特に配管類の少ない A棟北側、B棟東側は外断

熱と併せて施工する。また目視以外に全面的に打検を行い、クラックや断面欠損部にはひ

び割れ修復工法、断面修復工法、モルタルの浮きにはピンネット工法等モルタルの剥落防

止対策も含めて箇所ごとに適切な工法を選択する。内部の梁等中性化の進行が見られる箇

所は 12 条点検により定期的に調査をし、対策を行うこととする。

設備機器は、機器の更新だけでなく、不使用の機器の撤去を行い、

庇軒天の鉄筋爆裂 壁面の大きなクラック

著しく劣化した設備（図はポンプ室内） 衛生器具の更新

中性化深さ鉄筋の腐食度

対策

結果

対策
中性化深さ・圧縮強度試験結果

棟番号 中性化深さ 鉄筋かぶり厚さ 圧縮強度

更新によりエネルギー消費量も削減する。

窓側 中央 廊下側

2,706

3,381

3,485

1,069

824 501

387

939 447

窓側 中央 廊下側

410

454

392

175

242 233

175

258 273

1 ー 2
14 ー 1

14 ー 2
14 ー 3

1 ー 1 1.55

2.13
2.33

2.70
2.15

1.65

2.90
1.95

2.43
3.03

18.5

17.23

18.93

17.88
19.43

※中性化深さ、鉄筋かぶり厚さの単位は (cm)
  コンクリート圧縮強度の単位は（N/mm2)

対策
外付けブラインドの設置・窓ガラスの日射性能の向上などの日射遮へい対策、断熱性能の検証、温度差を利用した自

然換気システムの導入、窓面からの熱放射の軽減化等の対策により、温熱環境の向上と同時に空調負荷の低減を行う。



　長寿命化対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　弾力的な運営が可能となる教育環境の高機能かつ多機能化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　学校施設の防災機能の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境に配慮した施設利用の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風風

風

躯体の
長寿命化

欄間通風
窓の設置

屋上防水改修
屋上の断熱化

ナイトパージ
（夜間換気 )用窓

建具の
オープン化

床の改修
（研磨・塗装）

暖房区画

天井の改修
電気ラックによる
幹線ルートの確保

表面被覆工法に
よる中性化抑制

南側壁：
内断熱化

床改修
(木質化 )

腰壁の
木質化

照明器具の
LED 化

日射遮蔽
（外付けブライン
　ドの場合）

二重サッシ 北側壁：
外断熱化

校舎再生整備計画イメージ

風

既設太陽光
発電設備

UD 黒板の設置

梁の一部が見え
るようにして、
中性化を観察

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (2/5)(2/5)

再生整備メニュー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　学校施設の運用面の実態を把握するとともに、少人数指導や学年単位の課題別学習等の多様な学習内容や学習形態、今後の

学校教育の進展や情報化等に対応しうるような諸室の配置転換や改修等を実施する。

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (2/6)

（１）老朽化対策

　屋上防水・外壁改修 /内壁改修 /

中性化対策 /電気・給排水等更新に

よるメンテナンス性の向上 /放送設

備の更新 /給食室改修 /受水設備の

改修 /消防設備改修 /プール改修

（３）環境対策

　屋上・外壁・窓面の断熱化 /床の

断熱化 /照明設備の高効率化 /日射

遮蔽 /自然換気設備の導入 /暖房区

画の設置 /雨水利用

※太陽光発電設備は設置済み

（２）質的向上

　トイレの快適化 /普通教室周り等

の木質化 /特別教室等への空調設備

の設置・更新 /相談室の設置・職員

室のＯＡフロア化等による管理諸室

の機能の向上

 

　東日本大震災の被害や川崎市地震防災戦略等を踏まえ、天井等落下防止対策等の非構造部材の耐震化、非常時のライフライ

ンの確保、避難場所の中心的な役割を担う総合的な防災機能を備えた体育館改修等を実施し、地域の防災力の向上を実現する。

（１）子どもたちの主体的な

　学習活動を支える施設環境

　の確保

　１学年４クラスの学年ユ

ニットの構成 /学年クラス

ターに配慮した特別教室の

再配置 /児童の動線に配慮

した掲示・展示スペースの

拡充

（２）多様な学習活動・学習

　内容や掲示・収納等に配慮し

　た普通教室周りの機能向上

　廊下まで活動領域を柔軟

に広げられる教室間仕切り

壁の改修 /近年増加する児

童の持ち物への対応 /掲示

スペースを兼ねる黒板周りに収

納スペースの設置 /UD 黒板への

更新

（３）特別支援教室周りの

     機能向上

　インクルーシブ教育システムの構築を

支える基礎的環境整備の充

実 /交流学習が円滑に行わ

れるような教室の再配置 /

柔軟な施設利用等が可能と

なる特別支援教室の整備 /

バリアフリー化と児童に配慮した

サイン計画

（４）特別教室周りの機能

　　向上、多機能化及び追加

　家庭科室・生活科室・音

楽室を学年集会スペースとして

活用 /図書室とコンピュータ室・

郷土資料室と低学年図書

室・図工室と生活科室の複

合化 /低中学年 (1～ 3年) 用

の音楽室の配置

（１） 校舎の安全対策及び発災後３日 

     間程度のライフラインの確保

非構造部材の耐震化 /管理諸室用

の蓄電池の設置 /体育館用の灯油

式自家発電機の設置 /独立型防災

備蓄倉庫の設置等

（２） 体育館の機能向上

総合的な防災機能を備えた体育館

への再生整備 /アリーナ部分の拡

張と付属棟の増築 /再生可能エネ

ルギー等の活用による温熱環境の

向上 /灯油式自家発電機の設置

（３） 教育活動再開期に配慮したゾーニング

体育館に隣接した位置に家庭科室

の移設 /体育館・家庭科室を中心

とした避難所運営ゾーンの設定

 快適な学習・生活空間を再生整備により確保しつつ、省エネ及び創エネ技術等の導入と併せてエネルギー使用状況の見える

化等を図り、児童と教職員等が環境に配慮して施設を利用しやすい環境を整備する。

　目標耐用年数を 80 年と設定の上、内外装改修や設備改修等の老朽化対策、内装の木質化やトイレの快適化等による教育環

境の質的向上、断熱化や省エネ設備の導入等の環境対策を中長期的な視点を踏まえて計画的に実施することで長寿命化を図

る。その際、改修後のエネルギー使用量が改修前と同程度となることを目指す。また、施設の総合的な環境性能の確保するため、

改修後、その指標として「CASBEE 学校」「CASBEE 川崎」において、Ａランクの実現を目指す。

エネルギー消費や創エネルギー状況の見える化／環境対策技術

が体感できる仕掛け作り／省エネ行動を促進する表示の工夫／

施設の運用マニュアル策定の検討

風 風

風

渡り

廊下

校庭

体育館

会議室の設置

エアー搬送機
ファン設置

外壁の撤去・
新設による断熱化

自然換気

体育館再生整備計画イメージ

川崎市立西丸子小学校の学校施設運用マニュアル川崎市立上作延小学校の環境サイン雨の日だけ窓側の照明をつけるよう

な運用を行えるように工夫した例

劣化度に応じた
適切な工法選択

無線 LAN
の整備

窓改修による
ペアガラス化

高効率照明
への更新

屋根のふき替え
による断熱化

鉄骨の
腐食対策

多目的トイレ
の設置

TV アンテナの整備 クール・ヒートチューブ
による効果的な給気

床改修と併
せて断熱化

灯油式自家発
電設備の設置



　配置計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）普通教室の配置

　・学年のまとまりがとりに

　　くい

　・児童数が増加傾向にある

　　ことよる将来的な教室不足

（２）特別教室の配置

　・利用する時間数や使用頻

　　度の高い学年との移動動

　　線の長さ

　・スペースの連続性がなく連携

　 しにくい図書室とパソコン室

（３）展示・掲示スペース

　・展示・掲示スペースの不足

　・窓面への掲示による採光

　　性の低下

（４）昇降口

　・昇降口内部及び、校門

　　から昇降口までのアプ

　　ローチ上の段差

普通
教室

展示
掲示

移動
動線

WC

WC

WCWC

WCWC

音楽室音楽室

5年5年

パソコン室パソコン室

特別支援特別支援

4年4年

2年2年

特別支援特別支援

高学年高学年
図書室図書室

低学年低学年
図書室図書室

WC

WC

WCWC

多目的室多目的室

6年6年

6年6年

4年4年

3年3年

WC

屋上

屋上

4 階

3 階

WC

WC

WCWCWC

1 階

WC

WC

2 階

多目的室

音楽室

5年

パソコン室

特別支援

4年

1年1年1年

1年1年
2年2年

1年

2年

2年 図工室図工室図工室

家庭科室家庭科室家庭科室

特別支援

理科室理科室理科室

わくわくわくわく
プラザ※プラザ※
わくわく
プラザ※

※わくわくプラザ：放課後子ども総合プランに基づく市の事業

6年

6年

4年

体育館

3年

管理諸室管理諸室
ゾーンゾーン

管理諸室
ゾーン

高学年
図書室

低学年
図書室

WC

EVEVEV

EV

A 棟 B 棟

A 棟 B 棟

連携

連携

屋上

会議室会議室会議室

備蓄倉庫備蓄倉庫備蓄倉庫

作業室作業室作業室

わくわくわくわく
プラザプラザ

わくわく
プラザ

屋外屋外
倉庫倉庫
屋外
倉庫

器具器具
倉庫倉庫
器具
倉庫

体育館

防災ゾーン

管理諸室管理諸室
ゾーンゾーン

管理諸室
ゾーン

WC

特別教室ゾーン特別教室ゾーン
(例 :家庭科 )( 例 : 家庭科 )
特別教室ゾーン
(例 :家庭科 )

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(低学年4クラス)(低学年4クラス)
普通教室ゾーン

(低学年4クラス)

特別教室ゾーン特別教室ゾーン
(例:低学年音楽)(例 :低学年音楽)
特別教室ゾーン

(例:低学年音楽)

特別教室ゾーン特別教室ゾーン
（例：理科室）（例：理科室）
特別教室ゾーン
（例：理科室）

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(低学年4クラス)(低学年4クラス)
普通教室ゾーン

(低学年4クラス)

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(中学年4クラス)(中学年4クラス)
普通教室ゾーン

(中学年4クラス)

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(中学年4クラス)(中学年4クラス)
普通教室ゾーン

(中学年4クラス)

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(高学年4クラス)(高学年4クラス)
普通教室ゾーン

(高学年4クラス)

普通教室ゾーン普通教室ゾーン
(高学年4クラス)(高学年4クラス)
普通教室ゾーン

(高学年4クラス)

特別教室ゾーン
(例 :図工、生活 )

特別教室ゾーン
(例 :多目的室 )

メディア
センター

メディアメディア
センターセンター
メディア
センター

メディアメディア
センターセンター
メディア
センター

特別教室ゾーン特別教室ゾーン
(例:高学年音楽室)(例:高学年音楽室)

特別教室ゾーン
(例:高学年音楽室)

特別支援特別支援
ゾーンゾーン
特別支援
ゾーン

EV

EV

WC

WC

WC

WC

WC

屋上

WC

WC

WC

WC

WC

WC

管理
諸室

特別
教室

特別
支援

体育館と隣接させ
防災拠点に

低学年の生活科での
使用も見据えて計画

地域開放を見据
えた教室配置

管理諸室をＡ棟
１階に集約する

学年に合わせた
特別教室の配置

観察場と
して利用

利用頻度の高い学年から遠い
場所に位置している

室内に EV があるため教室と
して利用しづらい

PC 室と図書室が遠
く連携しにくい

B棟への移動教室は少なく、
有効な掲示面となっていない

３年生のみ他の学年から離
れた配置となっている

４年生が上下階に
分かれている

４、５年生が隣合わせ
の配置になっている

授業以外でも、音の出る学習を
行っているため、２教室は必要

稼働率の高い音楽室
を分散配置

4クラスを基本とした学年ユニットの構成

3クラスの場合

4クラスの場合

CRCRCR CR

多目的

メディアセンター特別教室の再配置による移動動線の活性化
を踏まえた、魅力的な展示・掲示スペースの創出

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (3/6)

　配置に関する以下の課題を整理し、弾力的な運用ができるよう計画する。

２年生が上下階
に分かれている

○現状の課題点

学校の中心に近い位
置に配置する

○再配置計画イメージ

4 階

3 階

1 階

2 階

ＥＶの移設

教室の中央に耐震壁

低学年図書室と低学年
クラスターが離れてる

最高学年の６年生を
最上階の４階に設置

低学年との交流が
しやすい配置

教材室、用務員室等
として活用　　　

稼働率の高い音楽室を
分散配置

中央にメディア
センターを配置

学年集会等でも使用
できるフレキシブルな仕様

学年集会等でも使用
できるフレキシブルな仕様

学年集会等でも使用
できるフレキシブルな仕様

学年集会等でも使用
できるフレキシブルな仕様

体育館の機能向上の
ために増築

CRCR CR

交流学習を行
いやすい配置



　普通教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　特別教室：メディアセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　特別支援学級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　廊下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

棚

W1800×D900

A 棟４階から

A棟３階から

収
納
棚

収
納
棚

収
納
棚

（４）読み聞かせコーナーの設置

　学年の児童が、畳又はカーペッ 

ト敷きとし、靴を脱ぎリラック

スして本に触れられる読み聞か

せスペースを計画する。

B棟３階から

B棟４階から

B棟２階から低学年低学年
図書室図書室
低学年
図書室特別支援特別支援

ホームベースホームベース
特別支援
ホームベース

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (4/5)(4/5)川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (4/6)

（前面側）

・上下式黒板とし、プロジェクターの設置を検討する。

・黒板横を収納棚とし、扉に最低限掲示できるようにする。

・黒板下を有効活用し、収納棚を設置する。

・教師用の収納棚は、十分な収納量を確保する。

（背面側）

・児童用ロッカーには、ランドセルだけでなく、習字セット、鍵盤ハーモ

    ニカ等を含めた収納スペースを確保する。

・広い掲示面を確保し、掲示しやすい材料を選定する。

（廊下側）

・上部欄間は、ガラスの可動窓として採光・通風を確保する。

・廊下と一体的に利用できるよう、オープン化が可能な可動

  式の扉とする。

・掲示面積の確保のため、中央の扉に掲示ができる仕様

  とする。

・オープンな教室利用に対応し、廊下を含めた吸音対策を行う。

（グラウンド側）

・収納スペースの確保のため、ブレース下を収納棚に改修する。

・掲示スペースの確保のため、梁にも掲示できる工夫をする。

・外への転落防止対策として、落下防止手すりを設置する。

（廊下）

・児童の荷物掛け用のフックを設置し、安全対策として

 棚板を設置する。また棚板を展示用の台として使用で

 きるようにする。

・腰壁の木質化と併せて、既存の壁をセットバックし、

 廊下の幅員を確保する。

（１）メディアセンターの構成

　パソコンの利用頻度の高い高学年の配置が想定され

る高層階では、調べ学習等が行いやすいよう、パソコ

ンの利用と図書室との一体性をより高めるため、上下

階をつなぐ。

（２）閲覧・作業スペース

　調べ学習等において、グループ作業や個人の図書閲

覧・作業を行う上でより使い勝手がよくなるよう、書

架付近に閲覧・作業スペースを設置する。

（１）プレイルーム

　軽運動ができるよう、床材を柔らかいものに整

備する。また、コーナーガードを設置し、衝突防

止対策を行う。さらに、飛んだり跳ねたりする学

習に対応し、吸音性を考慮した計画とする。

特別支援学級の児童用
に男女トイレを整備

各教室一箇所以上
に流しを設置

シャワー室の整備
（男女共有）

アコーディオンカー
テンの設置

更衣ができるよう
カーテンレールを設置

キッチンセット
を設置

特別支援教室 2特別支援教室 1 特別支援教室 3 プレイルーム
特別支援

ホームベース
低学年
図書室

プロジェクターの設置
（検討中）

教師用収納棚の
収納量の確保

UD黒板

扉を掲示板、背面を収納棚
に、中が見えないよう配慮

中が見えないよう
な配慮が必要

棚に扉をつけ、見えないように
配慮、個人ファイルボックス等を収納

オルガンや配
膳台を収
納できる
高さと幅
に設定

ランドセル、鍵盤ハーモニカ、習字セット
を確保できる大きさを確保

観察コーナー（水槽
のコンセントを設置）

広い掲示面の確保

（３） 郷土資料スペース

　旧郷土資料室、旧ふるさと館の展示物等を教材とし

て活用できるよう、展示スペースを設置する。

（２）教室の構造化

　学習をする場所と食事をする場所を分ける、一人で作業する場所を分け

るなど、「教室の構造化」を行いやすい設えとして、計画する。

（３）ホームベース

　児童が全員集まることや、教職員や保護者を交えた活動を行うことがで

きるスペースとして、低学年図書室との一体的な利用も視野にホームベー

スを設ける。また、調理実習等の授業等にも対応できるようキッチンを設

ける。

4階：閲覧（PC）スペース、高学年図書室の改修計画イメージ

３階 : 閲覧スペース及び郷土資料スペース改修計画イメージ

2階：特別支援学級ホームベース、低学年図書室改修計画イメージ

A棟２階から

閲覧（PC）閲覧（PC）
スペーススペース

閲覧（PC）
スペース

閲覧・作業閲覧・作業
スペーススペース

閲覧・作業
スペース

フックの安全対策

廊下と教室の一体利用を可
能とするオープンに開く扉

掲示をすることのできる扉

室内換気・廊下側から
の採光確保のための窓

掲示用角材を設け
掲示面を確保する

転校生等に対応し、予備のロッカーを配置
（使用しない場合は、共有のロッカーに）

(断面図)(断面図)

(断面図)

二
重
サ
ッ
シ

既
存
サ
ッ
シ

外
断
熱

フックの
安全対策

腰壁の木質化

コンセントの設置

低学年図書室
との一体利用



　体育館の機能向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　防災機能の向上及び教育活動再開期に配慮したゾーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

N
N

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

ݱ

照明・電源

情報通信（情報入手・

救援要請）

スペース

トイレ

ガス

食料・飲料水

衛生

備蓄

情報通信（避難者）

学校本来の使命

社会的状況

避難所の状況

施設の性能

○救援物資が届き始めてから、教育活動
　 を再開するまでのフェーズ

○教育活動を再開してから、避難所が
　 閉鎖されるまでのフェーズ
○避難所機能が継続する中で教育活動
　 を円滑に行うことが重要

（発災～避難直後） （避難直後～数日程度） （発災数日後～数週間程度） （発災数週間程度～数ヵ月程度）

Ⅰ　救命避難期 Ⅱ　生命確保期 Ⅲ　生活確保期 Ⅳ　教育活動再開期

○災害が発生した直後から児童生徒等
　や教職員、地域住民が緊急避難場所
　に避難するまでのフェーズ
○災害から円滑に避難するための対策
　 が重要

○児童生徒等、教職員、地域住民が避難
　 してから救援物資等が届き始めるまで
   のフェーズ
○必要最低限の避難生活の確保が重要

教育活動の再開の準備 教育活動の再開児童・生徒の安否確認児童・生徒の安全の確保

災害発生時
ライフライン・情報通信の途絶

地域住民の
学校への避難

自治組織による運営の移行、
ボランティア活動の再開

施設・設備

教育活動と、
避難所機能の同居

安全な避難経路安全な避難経路安全な避難経路

防災行政無線の受信設備

停電にも対応した校内設備

相互通信が可能な無線等設備

拡声器

電話を利用

救援物資の到着

避難所の開設・
市町村による避難所運営

ライフライン・情報通信
の暫時復旧

特設公衆電話

インターネット（無線LAN）

(水道水を利用)施設内トイレ（プール）等の水を利用

マンホールトイレ

携帯トイレ・簡易トイレ 仮設トイレ

自立運転可能な太陽光発電設備

ソーラーライト

懐中電灯・ランタン

可搬式発電機

外部発電機

施設内コンロ（要変換器） 都市ガスを利用

施設内コンロ（LPガスを利用）（LPガスがある場合）

（都市ガスエリア）

カセットコンロ・カセットボンベ

施設内水道（貯水槽の水を利用） （給水車）

プール水の浄化装置

備蓄食料・ペットボトル

施設内シャワー（備蓄水を使用）施設内シャワー（備蓄水を使用）施設内シャワー（備蓄水を使用）

備蓄スペース

(水道水を利用)

 水道水を利用

仮設風呂・シャワー

避難スペース避難スペース 居住スペース居住スペース

救援物資保管スペース救援物資保管スペース

避難所の解消、
正常化

菅生小学校における配慮事項等

◎：基本計画で検討した結果、導入する事項
○：設計や個別事業で検討する事項
△：実施しない事項

運営スペース運営スペース

炊き出しスペース炊き出しスペース

着替えスペース・授乳スペース着替えスペース・授乳スペース

高齢者、障害者、妊産婦、感染者等の専用スペース高齢者、障害者、妊産婦、感染者等の専用スペース

施設・設備 備品 災害発生後３日間程度の生命確保期までに必要な主な対策例避難スペース避難スペース避難スペース

学校施設の耐震性（非構造部材の耐震対策を含む）・耐火性・バリアフリー、断熱化学校施設の耐震性（非構造部材の耐震対策を含む）・耐火性・バリアフリー、断熱化

設置済み

○非常用電源の特定負荷の対象とすることを基本として設計で詳細に検討する。

防災行政無線・災害時優先電話は設置済み

備蓄計画に基づき配置

災害時公衆電話回線は設置済み

◎校舎は無線ＬＡＮ配線設置、◎体育館ミーティングスペースにＬＡＮ配線設置

１０ｋＷ設置済み

備蓄計画に基づき配置

備蓄計画に基づき配置

△LPガス導入校のため検討対象外

◎家庭科室に連続する屋外スペースを炊き出しスペースと想定して災害時対応用ガス栓を整備予定

備蓄計画に基づき配置

○開設不要型の応急給水拠点の実施時期については個別事業で検討する。

△備蓄物資や高架水槽の活用を想定するため検討対象外

備蓄計画に基づき配置

○特別支援学級等の給水設備の温水用に太陽熱利用について、設計で詳細に検討する。

◎体育館に隣接する増築棟に整備予定（40㎡程度)

◎職員室・保健室の照明・コンセント用に蓄電池設置、△設置場所について検討中
◎体育館（ミーティングスペース含む）の照明・コンセント用に灯油式発電機設置、△設置場所については検討中

△外構工事は校舎・体育館改修に伴わない場合は基本計画の対象外

備蓄計画に基づき配置

◎体育館：照明は固定式・天井不採用、◎校舎：吊り下げ照明と天井の落下防止対策、◎校舎・体育館の
断熱化○バリアフリー化：外構から一部の昇降口や渡り廊下（校舎間・校舎と体育館の間）へスロープ設置済み。新
規に設置する箇所及び設置する際の課題を基本計画で整理し、詳細は設計で検討する。

△生活確保期に必要とされる設備であるため大規模な設備検討対象外。但し、◎体育館増築棟の多目的にシャワー 
    トイレ的な機能を追加予定

◎校庭散水専用のB棟地下受水槽に手押しポンプを、学級菜園用に雨水利用タンクを設置予定。断水時においてトイレ用水と  
    して利用することも可能。
○下水道幹線との接続部分を確認の上、整備可能スペースを基本計画で設定し、個別事業で実施する場合詳細に　
　 検討する。

Ⅳ　教育活動再開期

（ボランティアスペースも追加）（ボランティアスペースも追加）

Ⅰ　救命避難期　～　Ⅲ  生活確保期

について、ゾーニングを右図に示す

学校防災
に関する
これまで
の取組

学校防災
に関する
本市重点
整備項目

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (5/5)(5/5)川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (5/5)(5/5)川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (5/6)

教職員の会議、地域開放、
PTA 会議室、体育館控え
室等多目的に利用

グラウンドから直接行き来
出来る階段を設置

バリアフリー対応によ
るスロープの設置

独立型防災
倉庫の設置

プール用の靴棚を設置
（１学年分収納）

メンテナンス通路
集会等で使用する椅子
収納場所を確保(360脚)

可動ステージの設置に
よりスペースを有効活用

災害時、避難所から
直接行き来が可能

多目的トイレ（避難時のシャ
ワー機能含む）の設置

既存体育館のシミュレーション結果

改修後シミュレーション結果

体育館計画イメージ増築部

ー　教育活動再開期を見据えたゾーニング(非開放エリア)　－

－　避難所エリアと学校エリアの明確化　ー

Ⅳ　教育活動再開期

○気流シュミレーション (冬季抜粋 )

Ⅰ　救命避難期　～　Ⅲ　生活確保期

壁、屋根の断熱化や、クール・ヒートチューブ

の効果によって、冬季において平均で２℃程度

の室内温度の上昇が期待でき、空調機器の導入

をせずエネルギー消費をできるだけ抑えながら

温熱環境の向上が期待できることを確認した。

プールの通り抜け
動線を確保

クール・ヒートチューブの導入
による、地中熱を利用した給気
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エネルギー消費量分析

H28年

２年工事
スケジュール案

建設

概算金額

校舎

再生整備 設備再生
体育館 合計

(百万円 )

建築工事 904

59

92

5

0

38 130 1,072
電気設備 88 13 160
機械設備 179 15 286

外構工事 - 15 20

増築棟 0

305

110 110

合計※1 1,060 283 1,648

4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3

設計

　 　

解体

設計① 廊廊下を中心とした工事廊下を中心とした工事

設計②

（仮設校舎）

Ａ棟を集中的に工事Ａ棟を集中的に工事Ｂ棟を集中的に工事Ｂ棟を集中的に工事

増築、及び夏休みを中心に内装改修増築、及び夏休みを中心に内装改修

申請業務申請業務

設計設計設計

申請業務申請業務

６クラスのみ仮設校舎使用６クラスのみ仮設校舎使用

３年工事
スケジュール案

月

年度 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年

※1 消費税相当額 8％を含む
現状

26.8 26.8

18.3 25.6

110.3 54.2 ■LED照明の採用

8.1 8.1

全熱交換器 23.8 17.2 ■CO2センサー制御

送排風機 3.2 13.2

■CO2センサー制御
■給食室に排気ファン、体育館にクールアンドヒードチューブ用給気
　 ファン設置
■普通教室と職員室にサーキュレーターを設置
■体育館にエアー搬送ファンの新設

100.7 107.1
■厨房機器数の増加
■既存厨房機器を高効率機器への取替

9.3 19.0
■プールろ過機の新設
■給水ポンプ、消火ポンプの撤去新設

1.1 0.8 ■高効率機器の採用

6.1 3.6

-1.2 -1.2

306.5 274.3

※■：再生整備メニューによりエネルギー消費量が増加した項目
※■：再生整備メニューによりエネルギー消費量が減少した項目

年間一次エネルギー消費量　削減率(MJ/㎡・年) 10.5%

厨房

衛生機器

その他

変圧器損失

太陽光発電

年間一次エネルギー消費量(MJ/㎡・年)

対策案

■LED照明の採用による熱負荷の低減
■外ブラインド設置による日射熱取得の低減
■断熱性能向上による熱負荷の低減
■CO2センサー制御による外気負荷の低減
■灯油式ＦＦ型ファンヒーターの撤去
■エアコン未設置室に機器の導入

項目

換気

暖房

冷房

照明

コンセント

　本市における「学校施設長期保全計画」において、市の再生整備のモデル事業を４箇年で実施したが、老朽化が進行し

ている多くの学校の再生整備を今後継続的に実施していくためには工期の短縮を図る必要があることから、工事スケジュー

ルを計画する上での条件整理を行い、２箇年または３箇年で工事を行うことを検討した。

　また、概算工事費は校舎が約 13.7 億円で改築の約 50%、体育館が約 2.8 億円で改築の約 60% となり、今回の長寿命化改

修により改築よりも大幅なコストの低減が期待できる。

 「Ａ」ランクを達成するための設計要件を把握するため、

現段階で想定しているから主な取組 (改修内容 )をＣＡ

ＳＢＥＥ学校 -改修にて試行的に評価した。今後の設計に

おいては、より優位な改修内容も視野に「Ａ」ランクの

実現性を高めるよう計画することが必要である。

　現状の一次エネルギー内訳については、本校の電力使用量、ガス使用量、灯油使用量のエネルギーデータと現地調査及び既

存図面に基づき算出した。また、改修後については本基本計画で想定する環境対策メニューを反映させた。その結果、対策後

に 10.5% エネルギー消費量の削減が期待できる。

工事スケジュール 概算工事費

川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (5/5)(5/5)川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (5/5)(5/5)川崎市立菅生小学校再生整備基本計画報告書概要版 (6/6)

　学校施設長期保全計画では、平成 26 年度から概ね 10 年間で築後 40 年目の校舎 85 校の再生整備（第１期取組期間）を、

その後築後 50 年目に給排水衛生設備、給食室改修等の設備再生を行う（第２期取組期間）計画としている。その中で、菅

生小学校は築後 43 年～ 47 年が経過し、設備の劣化も進んでいることから、第２期取組期間における設備再生について、

実効性の高い実施方針と事業計画を策定するため、今回の校舎の再生整備と併せて設備再生も実施することとする。さら

に築後 60 年の段階で予防保全としての改修工事を行い、かつその間 12 条点検で中性化の経過を観察することで中長期的

に躯体の長寿命化を図る。

屋根・外壁改修・内装改修・断熱化・照

明改修 (付属棟の増築を含む)

項目 整備メニュー

項目 校舎整備メニュー

屋根・外壁改修・照明改修等

再生整備

予防保全

給排水衛生設備改修・空調設備改修・受

変電設備改修、給食室改修・プール改修

等

防水・外壁改修・トイレ改修・電気設備

改修・エレベータ移設、内装改修・断熱化・

蓄電池設置・バリアフリー改修等

防水・外壁改修・内装補修・電気設備改修・

エレベータ改修、中性化予防対策・外部

サッシ改修等

設備再生

予防保全

再生整備

本校の使用用途別一次エネルギー消費量の内訳表（想定）

本校の使用用途別一次エネルギー消費量の割合（想定）

工事 工事

工事②

工事①

（試算値 )

BEE

改修前 0.8（B- ランク）

改修後 1.5（A ランク）

BEE
ES
　( 環境性能効率 )

　改修前 1.3（B＋ランク）

　改修後 2.2（A ランク）

校舎ライフサイクルコストと整備メニュー

体育館ライフサイクルコストと整備メニュー

暖房
26.8

暖房
26.8

冷房
25.6

冷房
18.3

全熱交換器17.2

全熱交換器23.8

送排風機13.2

送排風機3.2

厨房
107.1

厨房
100.7

衛生

機器
19.0

衛生

機器
9.3

照明
54.2

照明
110.3

ｺﾝ

ｾﾝﾄ
8.1

ｺﾝ

ｾﾝﾄ
8.1

変圧器損失3.6

その他1.1

その他0.8

変圧器損失6.1

太陽光発電
-1.2

太陽光発電
-1.2

-50.0 0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0 350.0

対策案

現状

暖房 冷房 全熱交換器 送排風機 厨房 衛生機器

照明 コンセント 変圧器損失 その他 太陽光発電
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